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平成２９年１１月２４日 

 

  平成２９年度 第２回 大阪市立西中学校 学校協議会 実施報告書 

 

校園名   大阪市立西中学校 

 

                           校園長名   山 岡 良 知   

 

日  時 平成２９年１１月２２日（水） １８時５８分～２０時０３分（１時間５分） 

場  所 大阪市立西中学校 多目的室 

出 

席 

者 

委員 

など 

高野 継雄（会長）、植田  宏（委員）、倉橋 健司（委員）、 

小林 良堂（委員）、府川 雅弘（委員）、福島 秀晃（委員） 

校園 山岡 良知（校長）、坂井 伸治（教頭） 

区役所 藤本 和久（教育担当課長） 

議  題 

(1) 学校評価について 

「運営に関する計画」自己評価（中間評価）について 

(2)①「平成２９年度全国学力・学習状況調査」 

 ②チャレンジテスト 

 ③大阪市統一テスト           のそれぞれの結果について 

(3)「学校安心ルール」について 

(4) その他 

協議要旨 

協議の結果 意見の概要 

（1）「運営に関する計画」自己評価（中間評価）

について、進捗状況を示した。学力向上に向けた

取り組みを中心に、各部・各学年・各教科が連動

しながら、充実した取り組みができている。 

○家庭での学習習慣の定着

に向けて、保護者の支援が

必要である。 

 

（2）国語Ａ・Ｂ、数学Ａ・Ｂとも全国平均を下回

ったが、経年で比較すると少しずつではあるが、

差が縮まってきている。 

チャレンジテストでは、大阪府との差が２年時

に実施した成績と比較すると大きく縮まり、学力

向上の取り組みの成果が表れてきている。 

○自発的に学習に取り組む

意識の向上を図る必要があ

る。 

○家庭学習の習慣が、十分

に定着していない。 

（3）「学校安心ルール」については、学校として

の一貫した指導に合った文言への再検討が必要で

ある。 

○肯定的な文言に置き換え

て、保護者の理解を得れる

内容での検討が必要。 

（4）「いじめの日」の制定については、１学期に

全ての学年で、「道徳の時間」を活用して取り組ま

れている。 

○学校のルールがしっかり

と守られ、いじめの認知件

数はほとんどない。 

協議資料 
・「運営に関する計画」自己評価（中間評価） 

・「全国学力・学習状況調査」、「チャレンジテスト」、「大阪市統一テスト」 

備  考 
傍聴者【 ０ 】名 

 


